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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

生成AIの活用と留意点



1.はじめに

• 生成AIを活用するに当たり以下の留意点をよく読んで使用してください。

◼ 大規模言語モデル（LLM）の場合、インターネットの過去の情報や異なる資
料・情報を参照し、不適切な回答を行う場合があります。
参照する資料・情報を制限出来る手法で活用することが必要です。

◼ 生成AIではハルシネーション※が発生することが確認されています。回答
は河川砂防技術基準の記載と内容・解釈が異なる場合があります。
必ずご自身で必ず引用元をご確認ください。

◼ 質問に対し不十分な回答の場合は、質問の仕方やソースを変更することに
より精度向上の工夫を行ってください。

※ハルシネーション：生成AI において、一見自然に見えるが、事実や根拠に基づいていない
出力が得られる現象。事実関係を問うようなプロンプトに対して発生することが多い。
（出典：「AIプロダクト品質保証コンソーシアム「AIプロダクト品質保証ガイドライン」10-2）
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2.用語とその意味

用語 意味

生成AI 
文章、画像、プログラム等を生成できるAIモデルに基づくAIの総称。
（出典：「行政の進化と革新のための生成AIの調達・利活用に係るガイドライン」2）

大規模言語モデル
（LLM）

文章や単語の出現確率を深層学習モデルとして扱う言語モデルを、非常に大
量の訓練データを用いて構築したもの。
（出典：「AIプロダクト品質保証コンソーシアム「AIプロダクト品質保証ガイドライン」10-1）

検索拡張生成
（RAG）

外部のデータベースから、取得した知識に基づいてLLM に回答を生成させる
ことで、知識に即した回答がなされるようにしたり、ファインチューニングを経
ず知識を拡張可能したりする手法。
（出典：「AIプロダクト品質保証コンソーシアム「AIプロダクト品質保証ガイドライン」10-2）

ハルシネーション
生成AI において、一見自然に見えるが、事実や根拠に基づいていない出力が
得られる現象。事実関係を問うようなプロンプトに対して発生することが多い。
(出典：「AIプロダクト品質保証コンソーシアム「AIプロダクト品質保証ガイドライン」10-2）
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3.生成AIの活用の効果

課題

効果

河川砂防技術基準は「調査編」「計画編」「設計編」「維持管理編」の4編から
構成され、記載内容は専門性が高く膨大な情報量となっていることから、
利用者にとって全体を把握し知りたいことがどこに記載されているかな
ど調べるのに時間を要します。

河川砂防技術基準を学習させた生成AIに質問をすることで、全体を俯
瞰した回答を得られるとともに、膨大な資料の中から元となる記載箇所
を短時間で調べることができます。

生成AIの活用
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4.生成AIの手法の違い

手法 生成するための元となる情報 回答の正確性・透明性

大規模言語
モデル（LLM）

学習データ
広範なインターネット上の情報

学習データやインターネット上の情報を参考
とするため、古い情報や誤った情報を参考と
する可能性があり、回答の正確性・透明性が
確保できない可能性があります。
また、ハルシネーションが発生しやすいです。

検索拡張生成
（RAG）

指定した情報
（サービスによっては学習データやインター
ネットの情報も利用する場合があります。）

指定した情報を参照とすることにより誤った
情報を参照せず、根拠を提示出来ることから、
回答の正確性・透明性の確保が期待できます。
また情報を制限することにより、ハルシネー
ションの抑制が期待されています。

• 大規模言語モデル（LLM）は大量のテキストデータを学習し、文章による回答
を生成します。LLM単体の場合は学習データやインターネット上の情報より
回答を生成するため、専門的な資料の回答には適さないと考えられます。

• 検索拡張生成（RAG）は、既存のLLMの持つ日本語などの文章生成能力を
活かし、その応答に指定した情報等から得たデータを反映させる手法です。
大規模言語モデル（LLM）単体に比べ、指定した情報の検索結果を反映する
ため、専門的な情報の回答に適すると考えられます。
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• 河川砂防技術基準にて生成AIを活用する場合、正確性・透明性の観点より
検索拡張生成（RAG）を搭載した生成AIを利用することが必要です。

• しかし、検索拡張生成（RAG）においても、ハルシネーションが発生するため、
回答は河川砂防技術基準の記載と内容・解釈が異なる場合があります。そ
のため必ず、自身で必ず引用元の記述を確認してください。

5.河川砂防技術基準における生成AI活用の留意点

観点 河川砂防技術基準において正確性・透明性が必要な理由

正確性
河川砂防技術基準は毎年技術の進展により改定が進められていることから、最新の
技術基準を参照する必要があります。
ただし、回答が生成AIの誤認により誤った内容・解釈となっている可能性があります。

透明性
河川砂防技術基準は、調査，計画，設計及び維持管理を実施するために必要な技術的
事項について定めたものであり、記述の根拠や出力過程を確認する必要があります。
ただし、回答が生成AIの誤認により誤った内容・解釈となっている可能性があります。
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6.生成AI活用に当たっての留意事項

引用：【総務省】 生成AIはじめの一歩 ～生成AIの入門的な使い方と注意点～
https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/generativeai/

• 生成AI活用に当たって注意すべきポイントを必ず確認し活用してください。
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7.参考文献
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 【内閣府】 生成 AI サービスの利用に関する注意喚起等について

行政機関等および一般利用者における生成AI利用に際しての個人情報の取扱いに関する
注意点をまとめています。

(URL) https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_senryaku/3kai/kojinjouhou.pdf

 【経済産業省】 AI 事業者ガイドライン（第1.1版）

AIを開発・提供・利用する事業者が共通して留意すべき事項を定めています。

(URL) https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20240419_report.html 7
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8.質問の工夫

• 河川砂防技術基準においての質問例
Q.『河川調査業務の中で留意すべき事項について教えてください。なお、参照元の編、章、節
について表形式で教えてください。』

Q.『河川砂防技術基準の中で河川における維持管理業務の考え方を教えてください。なお、
参照元の編、章、節についても教えてください。』

• 生成AIは質問に対して回答が変化するため、一定の精度を保つため、以下
のような工夫が必要な場合があります。

「調査の中で留意すべき事項、考え方について～～」

目的・検討内容を詳細に書く

「編、章、節について表形式で」

回答の形式と制約を制限する

• 「～教えてください。」

否定的表現を避ける
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

生成AIサービスの使用手順

検索拡張生成（RAG） NotebookLM の場合



Step1.ノートブックの作成

新規のノートブックを作成し、ソースを追加をクリック。

※１つのノートブックにアップロードできる資料の数には上限が設けられてる場合があります。

①：ソース追加をクリック

※NotebookLM を例として紹介しています。
2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。

9

名称は任意で変更可能

作成 資料追加 質問



Step２.資料のアップロード

10

河川砂防技術基準のPDFまたはMarkdown、その他手引き等必要なものをアップロード。

※ PDFをアップロードする場合、スキャン画像等のPDFはAIの文字認識精度に影響し、回答が不

正確になる可能性がある。検索可能なテキスト形式のPDF、またはテキストファイル等に変換しアッ

プロードすると回答の精度向上が見込まれます。

作成 資料追加 質問

※NotebookLM を例として紹介しています。
2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。



Step３.質問

質問内容に応じてソースを選択し、チャットパネル下部にて質問を入力。

※回答精度を最大限に引き出すため、質問内容に直接関連するソースを選択する必要があります。

多数のソースを同時に参照させると、必要な情報が埋もれ回答が適切とならない可能性があります。

①：質問に合わせたソースを選択

②：質問を記入

作成 資料追加 質問

※NotebookLM を例として紹介しています。
 2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。 11

名称は任意で変更可能



①：AIが生成した回答に対
し「メモに保存」をクリック

④：”ソース”に追加される

③：「ソースに変換」を選択

②：”Studio”に追加される

その他.メモの保存・ソース化の手順

※生成AIの回答は、質問文のわずかな表現の違いや、リセットにより、以前の回答が失われる場合

があります。再現性と情報の保全のため、重要な回答はメモ機能で保存することが有効です。また、

良い回答を「ソースに変換」することで、後の質問に対する回答の安定性を高めることができます。

※NotebookLM を例として紹介しています。
2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。 12



①：「＋追加」を選択

②：追加したいファイルをドラッグ＆ドロップ
またはファイルを選択してアップロード

その他.ソースの追加手順

作成済みのノートブックであっても、ソースの追加や削除を後からいつでも可能。

※質問に合わせて参照するソースを変更し、精度の高い回答が得られるように工夫してください。

※しかし、1つのノートブックにアップロード出来る資料数は制限があるため留意が必要です。
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※NotebookLM を例として紹介しています。
 2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。



その他.河川砂防技術基準以外の補足資料

※質問に合わせ、補足情報として指針等を追加すると回答の精度が上がる可能性があります。

補足資料の入手方法は国土交通省HPで公開されている「＜関連通知等＞＜参考となる資料＞リス

ト」を参考としてください。

調査編※一部抜粋

計画編（基本計画編）※一部抜粋
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

生成AIの活用実践例

NotebookLM を実践例として紹介



生成AIの活用実践例

質問例

「湖沼水質改善方法を列記せよ。」

学生等の初学者、自治体の実務担当者等の学習、疑問に感じる事項等について質問します。

②：チャットを入力して、
右側の「紙飛行機ボタン」をクリック

①：ソースを選択する
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名称は任意で変更可能

※NotebookLM を例として紹介しています。
 2025 年時点で主流のテキスト系生成 AI サービスの基本的な使い方は同じです。



生成AIの活用実践例

Q.質問例：湖沼水質改善方法を列記せよ
• 回答とその元となるソースを確認できます。

回答の元となるソースが確認できる

ソースを参照し、回答
をAIがその場で生成

適切な回答をメモに保存し、ソース
に加える事で再現性を確保出来る 16
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